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 レビュー: 

最近では、火山噴火を含めて、地すべり・崩壊・土石流などのマスムーブメントの分野においても、従

来の紙媒体をベースとした写真判読・解析の時代から、衛星画像やデジタル画像、ＧＩＳなどデジタル技

術を駆使した研究や解析が主流となってきた。このようなデジタル技術によるマスムーブメント解析のメ

リットとしては、地表現象を迅速に、より広範囲に捉えられること、さまざまな地形情報や気象や地震デ

ータなど他の分野のデジタルデータとのマッチングが可能であること、時系列的な変化や解析が容易に可

能なことなどである。また、可視化や３D 化が容易にでき、有効な防災情報を作成・提供できることがで

きる。本書は、こうしたマスムーブメントの諸分野でのデジタル空間技術の解析技術の手法を駆使した調

査研究の事例を紹介したものである。 
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